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平成１８年３月期 業績予想（連結・単独）の修正並びに期末配当予想に関するお知らせ 

 
平成 18 年 2 月 6 日の第 3 四半期財務・業績の概況の発表時に公表した平成18年3月期（平成17年4 月 1

日～平成 18 年 3 月 31 日）の業績予想について修正いたしましたので、期末配当予想も併せて、下表のとおり

お知らせいたします。 

 
1. １８年３月期連結業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日） 

       （金額単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） 710,000   34,000 18,000
今回修正予想（Ｂ） 730,000 43,500   28,000
増減額    （Ｂ－Ａ） 20,000 9,500 10,000
増減率      （％） 2.8%  27.9% 55.6%
前期（平成 17 年 3 月期）実績 638,468 14,693 24,141

  

2. １８年３月期単独業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日） 
        （金額単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 510,000 17,000 9,000

今回修正予想（Ｂ） 520,000 18,500 12,000

増減額    （Ｂ－Ａ） 10,000 1,500 3,000

増減率      （％） 2.0% 8.8％ 33.3%

前期（平成 17 年 3 月期）実績 477,324 8,244 16,765

 
3. 修正の理由（連結・単独） 

当期（平成17/4～平成18/3）は、精機事業において、半導体関連では最先端のArF露光機、液晶関

連では大型LCD用露光機の販売がともに好調に推移いたしました。また、精機事業全般でのコストダ

ウン効果も予想以上に表れております。一方、映像事業についても、厳しいデジタルカメラ市場にお

いて当社の販売は堅調に推移し、なかでもコンパクトタイプは予想を上回りました。加えて、為替相

場が円安となったことも相俟って、売上、利益ともに改善いたしました。 

これらの結果、連結および単独の業績は、売上高、経常利益、当期純利益とも前回予想を上回り、

連結業績は過去最高値となる見込みです。 

 



 

4. １８年３月期の期末配当について 

１８年３月期の期末配当金につきましては１株当たり６円（年間配当金１０円）を予定しておりま

す。 
  

 中間配当金 期末配当金 年間配当金 

前回予想（平成１７年１１月１４日） ４円 ４円 ８円

今回予想 ４円 ６円 １０円

（ご参考）前期の１株当たり配当金実績 ４円 ４円 ８円

◇ 期末配当金は５月開催予定の当社取締役会で正式に決定し、平成１８年６月下旬開催の定時株主

総会に付議する予定であります。 
 

以  上 


